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正式名称は、 訢装真 S 宗锌山派 人 本山高 
笔山薬王院 有!^。 W 束 三 彳 •六 不動 置場 
の第へ#札所でもある。瘫甩山の北 W 、 
裏典尾にある 修躲 者の水行遒場が蛇淹。 
本室には 宵雌大權 現が奉納されている • 





この東^5にも「自然」は多く残されている"<-;年は「淹」を追ってみよぅ。 

開山以来 T 二 A * 余年法燈の絶えることのない名刹、尚尾 III 薬+:院に修験者の水行 
道場のひとつである蛇淹がある。水 fx とは「淹水を仏そのものと見たて、打たれ 
る ことによ って心身を洗い成仏する道」をいぅ。北風の中、行を修していった修 
験者たちの声が聞こえてきそぅな重厚さと濟淨な空気を感じさせる淹である。 



奮連載# 東京の^^ 

高尾山薬王院. 蛇滝 



















えくてびあんレポ ー ト 




のある 

小正月 

每甲小 £ JJ の頃になると、年の無供と彀作を祈るけ事が 
家々で行われました「マエダ*^」作りもそのひとつマエダマ 
とは繭玉《まゆだま）のこと。赉蚤が盛んだった多嘴の農家で 
は、_を象ったお Hi f を々シや f ヤキの技に_し，炎の冲様[企 
影山」の掛軸の削に奉って®作^:祈りました。行事の終わりに 
は飾った Mr を小京の粥にして i 家中でいただく…今もこの 
涔わしを続ける rh 川保男さんご'夫ぶ（富町 3 TH > に教わ 
りながら.小 K 月の U を過ご i しました。 


さすに r 7 エダマ J を知るお 母 
從 方の、 薩を 形どる 子 琛の兑さ* 


一方、本物の繭を知らない貲代. 
お米の份をこねるのも to 体驗， 


石日に立てられた木の枝に.マエ 
ダマをつける-七夕と勘4いして 
るのだあ？（も•纗が市川さん） 



r * 彩山 j の掛軸.，典作物は神技 
の_〇物.掛袖は家々にあった。 


H ! 子は： K 繭の.みかんはサビマユ 
(後みがついた_>の意味がある。 


かつても家中みんなで小£月を祝 
った。 I いも若さも，労も女も • 
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人がゐて、街があります。 
あなたがゐて、立川があります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 




立川らしい街づ 
を目的としたノ 


デザイン賞が段 4 * 1 られて六年が * 


ぎた。立川はファ 


ている。これか 


愛される街並景 杨を 造りだして 


くには、どのよ 


川においては第 


の長谷川堯さん 


巷 


りと術の活性化 
J 都心•たちかわ 


1レが完成し、数 


年後にはモノレ - J ルの開通を控え 

るなど大きな変 一を とげようとし 


の立 ill が市民に 


な所に目を向け 


ていけば いいの ^! ろうか*■長年建 

築評； * 活動をさ | るかたわら、立 


回からデザイン 


貴に労を祈られ - $- きた審査娄 S 長 


武溉野美術大学 


教授)に括しを保った。 

• ♦生活都心4たちかわデザイン 
貧に携われた経禕をお W かせくだ 
さい❶ 

1 以舫から、 fir 拔みの*査や崁脱 
審査を方々でやつてまして、その 
関係から立川の商 T . 会議所の建設 
菜部会の方から何か生活に関るデ 
ザイン «: を a けたいと相談を受け 
まして。まつたく最初から始める 
わけですから • どんな * R にするか 
から始まりいろいろな 7 ドバイス 
を I ながら商 H 全 IS 所の方々 t • 
捃にやってきたわけです。街並み 
のデザイン ftu • 立川<:限らずい 
ろんな所で毎年行われて来ていま 
す ** cr 川もいろんな意味で戦後の 

浪乱朗を晚した新しい街並みづく 

9をしなければいけない時期にな 

ってきた"だからデザイン*:を設 

けることでもう 少 I 街並み という 

ものに関心をも-〇てもらおラ、そ 

ういラ運勧の一琛として考えられ 

たんだろうと思います」 

• 多くの街でデザイン It が&けら 

れているとのことですが* 

『アメリカ や欧州の都市に比べる 

と0本の都 m には秩序がないとい 


^Jm •/ Xu/J# 


そういう Kit は意味がないという 
こと <: なつてきた。その中で a 物 
は街に対して顔を失つてくるわけ 
です。それが十年前くらいから建 
物が街に登場する時 , , 1 それなりの 
姿で出て rr くべきではないかとい 
う考えに近づいて，そこでデザィ 
ン貧•か色々な所で rr われるように 
なつてきたんだと S い ます」 

•フ ァサードについてもう少し教 
えていただけますか *■ 
1 ョーロッパの場合はそれを非 » 
|:.£选して街づくりをしています 
ね " 広場とか道路は街ですから - 
A いものは現代になってもその逆 
物の街に対して持つ顔を守-〇てい 
ますし、近代は近代的なりのそれ 
を作つていますね • 日本 t 皆はフ 
ァサ | ドに対しての « 逋が*った 
わけですよ • ハ—ド的には暖簾や 
格 7 * があって。それをきれいに整 
えて " 家の前には水をまいて t- 
常に心配りをしていました®それ 
はや r ばりファサード<:対しての 
意激があったわけです」 

• 都市に生活する者にとつて大切 
なことは • 

「今は街*みを眺める余裕のない 
生活かもしれないけれ u / 実際は 
屯茶店に座つて窓ごしに外を狭め 
ている場合もある。本 ^ は部 A の 
空間から日常的に色々な杉®を受 
けていると思うんですね•だから 
ソフト面の努力、例ぇば I 本の木 
があってその木を大事に次の世代 

に伝えていくという努力があつた 

5 合、そういう人たちの努力を考 

えないといけないとい 5 ことを最 

近すごく感じますね。それは木で 

あつたり ia 根であったりと色々あ 

ると思います。立川と一卩にいつ 

てもいろんな要*が混ざつている 

わけですから。例えば北口のファ 

丨レのような商業や業務地域。そ 

れから昭和 5 e ± 公圇のような公的 

な公阐空問その光の住奄地域： 

^ >Ar - • th _> ^\pu Ur 


ヲ〇フイール ) 

長谷川鬼 f たかし ) さん、武铱野 
突 * H<^ 教授 •• 生活都心*たちか 
わデザイン It 遇考 
からデザイン霄 11 镌わ 6 。及年逮 
築 8 . 賒活勁をされ答诈 b 多 * r 「邮 
市码蹄 la 寄日出版文化 *^ 1 建 
擗砑 mJ はサントリ—学芸 'II を授 
貫 ‘ ：た一进の成势轩鈴活動 u は 
日本逢 $ ih-s*ha*i 9 86 ^»-& 

貫している " 

「立川はどんどん都市化されて発 
S していくで L ようが，その中で 
ft 地は#常に大切だと忠います。 

«市というものは典地もふくめた 
開発がおこなわれるのが本来の姿 
だと思ラのですが、そういう一8 
の才1ブンスぺースをうまく都市 
«銳の中に取り込んだ形で*れば， 
例えば典地を宅地にするヶ—ス* 
ft 近はあまりないが*そういう場 
合街づくりの述染のプ D たちが IA 
力していい住宅地をつくる、その 
ような試みをした住 t ; 地が出てこ 
ないかと思つています”例えば* 
て壳り住宅をつくる時で t デザイ 
ン的に工夫した街拔みに搵案 
するようなものになれば#常に而 
fi いものができると思•フのですが」 
• ft 後に今後のデザイン赏や立川 
の街についてお W かせください • 
「前！一のデザイン tt で*川市長寅 
はファ|レでした。あれだけのも 
のができた t いうことは評価され 
て当然なのですが、そういう大き 
なものだけでなく*もう少し小さ 

な往篆にも R を¢1けていきたい* 

例えば商店のインテリアなどがこ 

の寅にもどんどん I . fc 葬されるよう 

にな〇てくると活気がでてくると 

思いますね。また7アーレなどは 

夜すぐ暗くなつて眼わいがないで 

しよう。やつばり夜十|時くらい 

までは人通りがあって安全で眼わ 

い t あ C てと•木来の都市の活氕 

というものが夜にもほ I い^がし 

ますね。歌舞伎町とまではいわな 

_^ - 0? 7^? L % 

く マ ti 拒 ±± J \L , !._★ ， I」 k 


は持つと思うんです"何が I 恭違をしていくことが大切ですね j ラ場所があつてもいいんじやない 

うかというと日本は『ファサ—ド』 •立 川にはまだ典地や未利用地が でしょうか」 

に対する意銥が#常に弱い e ファたくさん残っていますね** 協力立川商工会！！所建— 



三 PH 


木村武山展 

開催中 


向田邦子さんを，砂川昌 f さんに紹介 I ょうと忠った 
ことがある。もし、それが実現していたら、きつとあの 
二人は、： y 涯「仲の良い&逢」になつたのにと，思う， 

砂川さんは、竹の-7*のもだえ焼きが得意だった•もだ 
え焼きとは，おだやかな命名ではないが、つまりは掘り 
たての竹の子に芳醉な酒を注ぎ、そのまま焚き火で快く 
と、竹の7-の皮はチリチリとめくれるょう1:«え‘その 
慊はあたかもトニ単衣のお®様が、火あぶりになっても 
だえているかのょラだ、 t いう t ころからきている。* 
まり*味の良い命名とはいえないが、砂川さんは、なぜ 
かこのもだえ塊きが SI に人っていたょうだ。 

多分 • 向田さんが、赤坂に「ままや」を開いたころだ 
ったろう，私は、彼女を砂川さんの会に誘おうと思って • 
『向田さん，竹の子のもだえ堍き - 〇て知っている？」 

と，谜をかけた。すると…… 
r 知つてる•知つてる。でも•あれ， i ずいでしょう？」 
「まずい？」 

「まずいわょ•関*の竹の子はだめ。土がだめなのね、 

緣倉に私の輥友がいるんだけど•彼女のお邸にはヶ派な 
竹林があ-〇て*そこでょく、もだえきをやるのょ。彼 
女は得意なんだけど、まるでおい L くないの•竹の子は 
やっぱり鬨西じやなきやだめね•でも、どう I て？ ど 
うして' あなた， t だえ«き知つてるの？もだえ！ g き 
がどうかしたの？」 

向 W さんは"どちらかというと、平 U のほうだ。芝で 
指物師をしていた先祖の血をうけてか、*切れのょい江 
戸 S 葉で If んばんとまくしたてられると*もう、砂川さ 
んの竹の子の会に a う SI はすっかり消えていた。あのと 
き、無理にでも彼女を誘〇たら•きっ t 砂川さんのお W 
数にきたと思ラ。向 m さんは人づきあいの良い人だつた 
から • 

そういえば、彼 *; に誘われて， N 佐ケ谷の向田さんの 
家に伺つたのは、いつのことだつたろう。私も波女も' 



早どちり 



援誌の緬银^からラジオ.ラィタ|をへて、テレビのラ 
ィターになつた同 tfrft .151 業の仲間だ。無名時代から、 
なん t な<親しくしていた。ラジオの文化放送で、彼女 
が森*さんの「£役 S 7 C 本」を*き始めたころ、なにを思 
ったか、突然 •« 女の家に5*われた。当時、彼女はもち 
ろ4独身*私も独り身の新進^銳で、しかも兒かけだけ 
はきわめて18笑そうな脚本家だった•家に誘うというこ 
t が、どういう意味をもつかは*もちろん波女も*知だ 
ったろう•とはいっても、波女が私に「その気があった」 
とも思えない。彼女は、11集者をやめ放送の 111' 界に飛び 
込むにあたつて1これから"こういう人たち t いつしよ 

に仕事をしていくのよ」と' S 親！ JL らせたかったのか 

もしれない•その証拠に•初対面の父親 (-» 父の ijt び状」 

にでてくる、あの父>.。お名前は失念>は、わたしに* 

こんな挟拶を I た。 

「娘が、放送といラ«れね世界の仕事をしたいと申して 

おります。 IUF 後•よろしく•お引き回しのほど•お願い 

申しあげます」 

長身を二つに析り、手が膝にとどくように無骨な挨拶 

をされて•その夜、私は悪酔いした。悪酔い I て，ご PN 

親と^さん、妹さんを韵にして、 4 C い明治のころの淹行 

软「孝女 n 荀の驮」をうたった……ことまではおばえて 

いるが•あとの記馆はない。でも、その後•向田さんに、 

「孝女白菊、うちの親には、評判よかったわよ j と、い 

われたとき、「なんだ.それだけだつたのか」と、いささ 

か$1抜け I たことを覚えている"実をいラと、心のどこ 

かに•いつか彼女に「告白」されたら，なんと返事を L 

ようか t , こちらも早とちりで思い f » んでいたからだ。 

砂川さんの竹の子の t きもそうだったが、101田さんに 

は，かなり9-とちりの傾きがあつたと思う。敗の：一転が 

早す r たからだが•でも，彼女が私を自宅に诱つたのは， 

果たして彼女らしい芊とちりだつたのかどうか，今でも 

私にはわからない。 
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レ分組 U そ術思 
ィ30仕後だ技不 G 
卜、る、ののが 
衆後せはもこと 
公たらのる•こ 
たつ知も唤がい f 
せ入をのがだな 
乗に常ブ >とれ 
を中異ィ t こら I 
灯は|:夕<い兄 
転灯外 W I しか 
回転、転ザばし I 
い回 I 回ブ喜に 
赤の灯のはは合 
，こ点こ淹の垛 
な*にば主るの 

ぅる合れのれレ C 

よあ2?よ在らィ 

るにいに現守卜 
い道な課，，が衆 。 T 
て誧が闽台令公 is _ 
いの閉公1安は思 
つ内 m 地処ので不 I 
に地の綠此人近ば A 
申0ァのもぅ身ぇ 
总町ド市に使、い 
救栄上。先。新と > 
が以みもう革谦 V 


むしょうに 
油絵を f た 
py そくなって 、 ff 
邮±(1本本さんが ift れ 
ぶ W 班の1!ていつてもら 
Llill 5 l r » by ったのが视在 
所！#している栩の会のグルーブ展。 
誘われるまま入会して5年が経つ9 
佗•せと t の、風«:などテ|マを 
变ぇ描きすすむうちに野本さんの 
キヤンバスに多く S 場する- MTV に 
なったのが"林檎/二日<:1汹 
は必ず ft ベます」 t いうほど林檎 
の奸きな If 本さんが、 n 前大好き 
な林檎をうまく描けず苦心してい 
るとき•眺めるだけでなく「食べ 
てみなさい j t 会の先生ょりアド 
バィスを受け•案際に食べること 
でラまく描くことができたという。 
tt する ts れがちな"知る*こ 
tt * 体狭する> ことの逢いをこ 
のことを通して林 M に教えてもら 
つた。野本さんの*林伸，は夢の 
ような絵にも、それを%うちする 
現実感が欠かせないことを兒る人 
に箱つているような M がする。 



典如苑だよ 


り 


「袖は内 . 鬼は外」と元気な声で 
描ーヮをまき厄をょける ® 分。本来 
は W 季が移り！ 4 ! わる t きのことを 
いいます •sn が立春といえども 
まだまだ寒い口が統く • | 月"夷如 
苑では心をこめたあたたかいお t 
てなしをご用意して背さまのお越 
しをお待ちいたしております。 
■ 日 1 ^ 2 月 19 日 <fl) 

2 時一 4 時 

_w 本 #• 典如宝物»をはじめと 

して映画な f 盛りだくさんの用 .«: 

がしてございます。 

■ お申し込みは「えくてびあん • 

コンパニオン」 ( 本达を手«してく 

れた人》へ • 
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俗にホコテンと呼ばれる「少行 
者天国」がその姿を消しつつある 
という♦この世に「大国」を実現 
してみせようとする心意気を失う 
だけでも残念でならな：^なんで 
も，.バーフォ I マンスの行き過ぎ 
で近所逢*なのだという。だが、 
もともと大逍玄と都市とは相性が 
よいのではないだろうか。3丨口 
ッパをはじめ、世界の都 rh - へゆけ 
ば、必ずと云つてよい程に大道 S 
を R 物することが出来る。特にラ 
テン系の民狭は得意とするようだ。 
口から火を吹く各、鉼を断ち切る 
者、百 R は越えようという重い石 
を持ち上げる矜♦^逍«なんても 
のは無い方が、清潔で美しい街づ 
くりが出米るのかも知れない。が， 
人間くささという视点からしたら 
どうであろラか。ちようど* 一つ 
のクラスに_生ばかりがいるよ 
りも"休み時間に芸能人のものま 
ねをしてみせるヒョーキンな生徒 
がいる方が活；1¢に滴ちているのに 
似ていないだろうか♦かつて私は 
有楽町駅に立って「街頭益人」を 
していたことがある"*冬の、大 
地から寒さがわいてくるような日 
にも畎頦に立-〇て6作の诗集を充 
っていた。あれも街頭での$人活 
觔であつたかと懐かしさがこみあ 
げてくる。立川 4 t 口の広場で•若 
«• が何かをしようと試みている現 
塌を目擊することがある u No と 
云わない街で*つてくれたら•と 
思う ♦ うぐひすやえくてびあん 
の朝 H 丧 

ii-i 5 田 Mli 牛田彰 I 小杉和己小$_史 

wm a Is ms^ 

山田寒子松本わかこ 

{ 1 天野竄舅板潰|明轉上曩泊 

スタ • シオ ？6 3 中； C 薄 1 來 $ 
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ミサ 7 ホーム • 特別プログラム 

渡辺篤史のふれあい卜ーウ 



■渡辺篤史氏プロフイール 


IM ，，t Iv . 

チレビ*日め I * 「濃边篤史め難集*) Kj : M ±« iB 7-35 «n 
〜《:0 te > t 9 K «: で好押を缚 L . 後骞(：■心备鳥《がたの必 


氟參とな羲， 

r レビ K 9 マ f e あん％等ん j *〇ヂピュー • 憊にチレピ番*で 
は • HMK f マー餉％，ん J など • ナレーシ•ン、味_， CH 

に比廣参龜， tt « Ka . im . mmwt . 


■日 時：平成月 1 E 日(振 苗 休日〉 PM !3：30- I 6：00 
■金 場：フ アーレ 立川立] II ビジネスセンタービル 1 S « 


立 J II 商工会議所大会纘塞 
立 JII 市跚町卜38«5 TE し. 0425-27-270 浙9 

US A :1卩略ぼ He な0しだし MWKT せ r いだき*す •> 

■参加費：無料 

■ブログラム:.13：30 受付藺始 

13:45〜14:00開濟挨拶 
14:0卩〜 M :50 ふれあい卜^-9 

「渡辺颶史と人と住まい j 
休憩 〈コーヒーブレイク〉 

15:00-18:00 「これからの住宅の性能について j 

/ミサワ光一‘ 



癘费/ミ 


_ム||式•右 


終了 


■会場ご案内回 



お申し込み•お罔い合わせは 


•お成しは. f ^ KSC てお雜いい^:レ豪す • 

多摩中央 S サワホーム株式会社 

「澱辺罵史のふれあいトーク j 事務局 tom .mm-nm 


，一 k 0120 _ 710-338 


mm\ 


往 4 い JK ， 1 » 聲のおつ >あい 

多摩中央^サワホ^^ 


本社/蘭 ffIDCJIIftt 侧 I 和干 1 ¢ TEL .{ Wa - f7 - 33B * ffCJ 
當幽所/ S 磚务 • «中 • 費 «lii * * SWII - 八 i 子，撕 











































